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平
成
26
年
第
３
回
定
例
会

お
も
て
な
し
の
心
で

観
光
案
内
の
看
板
設
置

観
光
施
設
管
理
運
営
事
業
（
470
万
9
千
円
）

京
奈
和
自
動
車
道
が
開
通
し
て
以
降
、
青
洲
の
里
や
、
め

っ
け
も
ん
広
場
に
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
（
特
に
奈
良
方
面
）
の

車
が
増
え
て
い
る
。
観
光
客
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
看
板
を

京
奈
和
自
動
車
道
I
C
に
設
置
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の

授
業
ス
タ
ー
ト

小
学
校
運
営
事
業
（
644
万
8
千
円
）

教
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
授
業
を
行
う
事

業
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
取
り
込
ん
だ
デ
ー
タ
を
、
教

室
の
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
。

授
業
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
大
学
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
た
教
材
の
研
修
会
に
教
職
員
が
参
加
を
し
て
授
業

の
展
開
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
議
決
事
項

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
件
）

・
池
田
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
7
件
）

・
田
中
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
7
件
）

・
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

・
斎
場
条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
19
件
）

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
補
正
額
4
億
525
万
円
）

平
成
26
年
第
3
回
定
例
会
は
、
8
月
29
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、
71
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
同
意
・
承
認
・
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
定
例
会
に
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
議
案
が
市
長
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
9
名
の
委
員
で
構

成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
上
で
、
3
日
間
に
わ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
全
て
の
決
算
議
案
を
9
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
認
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
9
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
の
行
政
課
題
を
質
し
ま
し
た
。
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【汲み取り業務収支見込み】

250万円
赤字

180万円
黒字

1,800円の場合2,000円の場合

廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
　

清
掃
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

し
尿
汲
み
取
り
料
金
改
正
（
180
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
）

１
，５
４
０
円
→
１
，８
０
０
円

現
在
、
那
賀
地
区
の
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い
て
は
、
市
直

営
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
汲
み
取
り
業
務
の
収
支
が
赤
字
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
段
階
を
追
っ
て
他
の
４
地
区
並

み
（
現
在
2
千
円
）
の
汲
み
取
り
料
金
に
改
正
し
て
い
き
ま

す
。

★
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

★
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
27
年
4
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
あ
わ
せ
て
、
今
回

5
つ
の
条
例
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

新
制
度
で
は
、
次
の

4
つ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
保
育
の
場
を
増
や
し
、
待
機
児
童
を
減
ら
し
て
、
子
育
て

し
や
す
い
、
働
き
や
す
い
社
会
に
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
と
保
育
所
の
い
い
と
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に
し
た
「
認

定
こ
ど
も
園
」
の
普
及
を
は
か
り
ま
す
。

●
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
様
々
な
子
育
て
支

援
の
量
の
拡
充
や
向
上
を
進
め
ま
す
。

●
子
ど
も
が
減
っ
て
き
て
い
る
地
域
の
子
育
て
も
し
っ
か
り

支
援
し
ま
す
。

国に意見書を
提出することになりました

「青少年健全育成基本法の制定を
求める意見書」を提出

【賛成多数】

「手話言語法（仮称）制定を
求める意見書」を提出

【全会一致】

主

な

条

例

改

正

意見書提出が決まり、聴覚障害者協会の方々と記念撮影
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９
月
９
・
10
・
11
日
の
３
日
間
、
９
名
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
委
員
が
慎
重
審
議
を
行
い
、
９
月
25

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

工
業
団
地
の
企
業
誘
致
は

北
勢
田
第
２
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

１
号
地
は
中
部
抵
抗
器
が
す
で
に
操
業
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
区
画
の
ひ
と
つ
は
工
場
の
規
模
も
決
ま

り
、
年
内
に
進
出
協
定
が
で
き
る
よ
う
調
整
を
し
て

い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
現
在
、
県
と
連
携
し
て
、
企
業

と
交
渉
し
て
い
る
。

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
の
出
展
は
今
年
で
３
年
目

と
な
る
が
、
製
造
業
と
い
う
条
件
の
も
と
、
１
社
が

興
味
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
で
は
平
成
28
年
度
ま
で
に
完
売
を
目

指
し
事
業
を
進

め
て
い
る
。

今
後
は
関
西

圏
で
の
Ｐ
Ｒ
ま

た
中
部
抵
抗
器

を
通
じ
て
関
連

企
業
に
も
働
き

か
け
て
い
き
た

い
。

貴
志
川
線
に

引
き
続
き
支
援
を
！

現
在
、
紀
の
川
市
と
和
歌
山

市
と
で
赤
字
補
て
ん
の
支
援
策

を
10
年
間
（
平
成
28
年
３
月
ま

で
）
の
期
限
で
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
支
援
方
法
に
つ

い
て
は
、
県
、
和
歌
山
市
、
紀

の
川
市
、
そ
し
て
委
託
業
者
と

の
運
営
協
議
会
で「
赤
字
解
消
」

も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

国
道
４
８
０
号
の
整
備
状
況
は

国
道
480
号
の
工
事
区
間
は
、
鍋
谷
峠
ト
ン
ネ
ル
を
中
心
に
国

交
省
が
工
事
し
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
は
３
千
697
ｍ
中

１
千
540
ｍ
で
41
・
６
％
終
わ
っ
て
い
る
。　
　

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
末
を
工
期
と
し
て
い
る
。

紀
の
川
市
区
間
の
穴
伏
か
ら
名
手
上
の
間
の
道
路
に
つ
い
て
、

ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
の
安
全

施
設
の
整
備

と
舗
装
も
考

え
て
い
る
。

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

中
学
校
は
全
校
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
て
い
る
が
、
小

学
校
は
設
置
し
て
い
る
学
校

が
２
校
で
あ
る
。

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
は
、

設
備
費
等
に
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
が
、
温
暖
化
が

進
み
、
健
康
面
・
教
育
環
境

の
面
か
ら
み
て
、
児
童
の
体

調
管
理
に
支
障
の
あ
る
よ
う

な
環
境
の
悪
い
教
室
に
つ
い

て
は
計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
を

導
入
し
た
い
。

平成 25 年度  の決算を認定 !!

一般会計 313億3 ,994万円の成果は?
（平成 24 年度 　324 億 1,928 万円）
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特別会計決算
　特別会計とは、特定の事業を行う場合、一般会計と区分し経理する必要があるときに設置できる会計です。
　紀の川市では、国民健康保険事業勘定・介護保険事業勘定・公共下水道事業・簡易水道事業・財産区特別
会計等の２１会計があります。

歳入総額　⇒　１７８億８，９２０万円　　歳出総額　⇒　１７６億３，４９９万円

公営企業会計決算
　紀の川市の公営企業会計は、水道事業会計と工業用水道事業の２会計です。

水道事業会計 工業用水道事業会計
収 益 的 収 入 １２億６，００２万円 ４，０５２万円
収 益 的 支 出 １１億６，４７１万円 ３，４１５万円
資 本 的 収 入 ７億０，４４９万円 ０円
資 本 的 支 出 １１億６，８１８万円 １，０９０万円

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
の
状
況
は

「
見
え
る
活
動
」「
見
え
る
啓
発
」
と
い
う
こ
と
で
、

10
月
は
乳
が
ん
月
間
。　

検
診
で
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
い
う
こ
と
で
、
啓

発
の
懸
垂
幕
を
庁
舎
に
掲
げ
、
１
階
フ
ロ
ア
で
は
啓

発
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

ま
た
、「
た
ま
駅
長
」
に
紀
の
川
市
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱
し
、
川
嶋
あ
い
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
乳
が
ん
啓
発
講
演
会
を
加
え
、
若
い
世
代

へ
の
啓
発
を
行
っ
た
。

市
の
Ｐ
Ｒ
は
、
紀
の

川
市
の
こ
と
を
よ
く

知
る
近
隣
地
域
で
な

く
、
県
外
に
情
報
発

信
を
！

Ｐ
Ｒ
事
業
で
和
歌
山
タ
ウ
ン

情
報
誌
「
ア
ガ
サ
ス
」
に
年
４

回
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
度

で
終
了
し
て
い
る
た
め
、
今
後

は
費
用
の
い
ら
な
い
形
で
広
い

範
囲
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

平成 25 年度  の決算を認定 !!

一般会計 313億3 ,994万円の成果は?
（平成 24 年度 　324 億 1,928 万円）

歳 

出

※金額は万円単位
四捨五入で表示
しています。

ピンクリボンをつけた たま駅長

就
学
援
助
の
状
況
は

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
児
童
数
３
千
274
人
に
対
し
て

351
人
の
10
・
７
％
。
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
生
徒
数

１
千
780
人
に
対
し
て
241
人
の

13
・
５
％
を
認
定
し
て
い
る
。
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

並松　八重　議員
・介護予防、生活支援の充実
・認知症施策の推進

大谷　さつき　議員
・防災対策について

石脇　順治　議員
・農業問題について
（農業移住者施策の推進）

坂本　康隆　議員
・資源ごみについて

舩木　孝明　議員
・障害児問題について
・障害者問題取組について

太田　加寿也　議員
・緊急避難場所としての学校・コミュ

ニティーセンター等に必要な設備に
ついて

・紀の川市の地震ハザードマップは

川原　一泰　議員
・学校教育の基本方針について

石井　　仁　議員
・国民健康保険制度の広域化・都道府

県化について

中尾　太久也　議員
・下水道整備の取組みについて

紀の川市議会だより　No.31　平成26年［2014］
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問乳
幼
児
の
発
達
障
害
へ

の
早
期
対
応
は
。

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

現
在
、
母
子
保
健
法
に

基
づ
く
乳
幼
児
健
診
と
市
独

自
の
乳
幼
児
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

発
育
に
つ
ま
ず

き
の
あ
る
幼
児
や
子

育
て
に
不
安
の
あ
る

保
護
者
を
対
象
に
親

子
教
室
を
実
施
し
、

幼
児
・
児
童
の
発
達

支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
よ
り
専
門

的
な
療
育
が
必
要
な

乳
幼
児
に
は
、
専
門

医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
て

い
る
。

問災
害
や
家
族
の
緊
急
時

の
重
度
障
害
児
者
の
一
時
預

か
り
は
。

早期発達支援を

避難所のライフラインは 問緊
急
時
の
避
難
場
所
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
大
丈
夫
か
。

 

答　
　
　
　
　

総
務
部
長

耐
震
性
や
土
砂
災
害
等
の

危
険
性
の
低
い
場
所
で
、
多

く
の
市
民
が
避
難
で
き
、
給

排
水
設
備
の
あ
る
公
共
施

設
と
し
て
、
50
ヶ
所
を
避
難

所
に
指
定
し
て
い
る
。

冠
水
時
の
一
時
避
難

場
所
と
し
て
Ｊ
Ａ
物

流
セ
ン
タ
ー
３
ヶ
所

と
協
定
を
結
ん
で
い

る
。ま

た
、
備
蓄
食

料
・
水
・
毛
布
・
組
み

立
て
式
ト
イ
レ
・
発

電
機
・
投
光
器
を
本

庁
や
備
蓄
倉
庫
に
保

存
し
、
必
要
に
応
じ

搬
送
す
る
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ

た
場
合
、
復
旧
ま
で
応
急
的

な
対
応
と
な
る
た
め
、
給
排

水
や
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

障
害
者
入
所
施
設
が
１

ヶ
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

５
ヶ
所
あ
る
が
、
一
時
預
か

り
受
け
入
れ
施
設
は
１
ヶ
所

し
か
な
く
、
急
な
入
所
は
希

望
に
そ
え
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

今
後
は
緊
急
対
応
の
た

め
県
下
の
受
け
入
れ
施
設
と

協
定
を
交
わ
し
、
緊
急
時
に

一
時
預
か
り
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

問障
害
児
就
学
指
導
の
取

り
組
み
は
。

 

答　
　
　
　
　

教
育
部
長

本
年
度
か
ら
の
教
育
相

談
の
支
援
体
制
構
築
事
業
と

し
て
２
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
就
学
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

障
害
者
の

生
活
を
守
る

問障
害
者
の
自
立
・
就
労

支
援
と
し
て
市
の
取
り
組
み

は
。

大
き
な
課
題
と
考
え
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

身
近
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

問地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
・
配
布
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
市
民
へ

の
警
報
発
令
や
避
難
等
の
情

報
伝
達
は
。

 

答　
　
　
　
　

総
務
部
長

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
災
害
時
の
被
害
軽
減
に
有

効
と
考
え
て
い

る
。
県
の
地
震

被
害
想
定
の
見

直
し
が
終
わ
っ

た
後
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
市
民
に

周
知
し
て
い
く

と
と
も
に
今
後

の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
見
直
し
の

際
は
、
地
震
に

つ
い
て
も
掲
載

す
る
べ
く
検
討

し
て
い
き
た
い
。

情
報
伝
達

に
つ
い
て
は
市

 

答　
　
　
　
　

総
務
部
長

障
害
者
が
社
会
の
一
員

と
し
て
働
け
る
よ
う
障
害
者

の
雇
用
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。

市
と
し
て
障
害
者
の
雇

用
に
努
め
て
い
る
が
、
法
定

数
に
届
い
て
い
な
い
の
で
、

今
後
も
、
障
害
者
採
用
枠
を

設
け
障
害
者
の
就
労
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

私
の
母
も
障
害
が
あ
っ

た
の
で
、
本
人
や
家
族
の
苦

し
み
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

市
で
は
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
、
今
後
も
障
害
者

支
援
に
一
層
力
強
く
取
り
組

む
。

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

行
う
が
、
携
帯
電
話
等
を
使

わ
れ
な
い
方
々
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
と
市
民
の
自

主
防
災
組
織
の
見
回
り
の
中

で
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

方
々
へ
の
情
報
伝
達
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

舩木　孝明　議員

太田加寿也　議員

冠水した田畑（貴志川町前田地区）
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国
保
が

県
単
位
に
!?

問昨
年
成
立
し
た
社
会
保

障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

等
に
基
づ
き
、
現
在
、
国
保

の
広
域
化
・
都
道
府
県
化
が

す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。来

年
度
に
は
、
財
政
運

営
が
都
道
府
県
単
位
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
来
年
の
通
常
国
会

に
は
国
保
の
運
営
を
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
管
す
る

法
案
の
提
出
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

日
本
の
医
療
保
険
制
度

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
市

民
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か

れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、

が
大
き
く
問
わ
れ
て
く
る
。

広
域
化
・
都
道
府
県
化

に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

問市
の
教
育
基
本
方
針
を

校
長
、
教
員
の
方
々
に
ど
の

よ
う
に
し
て
理
解
を
し
て
も

ら
う
の
か
。

 

答　
　
　
　
　
　

教
育
長

教
育
委
員
会
は
校
長

会
・
教
頭
会
の
み
な
ら
ず
、

学
校
指
導
訪
問
を
行
い
、
話

し
合
い
の
中
で
理
解
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
基
本

方
針
を
も
と
に
学
校
長
は
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

全
教
職
員
で
学
校
ご
と
の
教

育
計
画
を
立
て
、
実
行
に
移

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問教
育
委
員
会
の
委
員
は
、

積
極
的
に
校
長
は
じ
め
、
教

職
員
の
方
々
に
膝
を
突
き
合

わ
せ
て
熱
意
を
前
に
出
し
、

上
か
ら
目
線
で
物
を
言
う
の

で
は
な
く
、
基
本
計
画
の
中

身
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
理

解
を
し
て
も
ら
い
、
意
識
改

革
を
し
て
も
ら
っ
て
教
育
計

画
を
作
り
、
ま
た
そ
の
教
育

計
画
に
基
づ
い
て
各
学
校
が

教
育
指
導
を
一
年
間
や
る
。

そ
の
結
果
の
検
証
ま
で

教
育
委
員
会
に
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。

 

答　
　
　
　
　
　

教
育
長

去
年
か
ら
「
か

け
は
し
訪
問
」
を
や

っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
は
す
べ
て
の
学

校
に
で
き
る
限
り
行

き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
去
年
は
一
校
だ

け
除
い
て
全
部
行
っ

た
。
校
長
、
教
頭
、

教
務
主
任
も
入
り
、
膝
を
交

え
て
基
本
方
針
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
面
も
突
っ
込
ん
だ
話
し

合
い
を
し
た
。
膝
を
交
え
て

話
し
合
い
、
中
身
の
濃
い
話

が
で
き
た
。
各

学
校
が
作
っ
た

教
育
計
画
に
基

づ
い
て
教
育
指

導
を
一
年
間
や

っ
た
結
果
に
つ

い
て
も
翌
年
の

た
め
に
も
検
証

を
や
り
た
い
。

 

答　
　
　
　
　

市
民
部
長

今
回
の
見
直
し
は
、
財

政
上
の
構
造
問
題
の
解
決
が

前
提
条
件
で
、
国
に
よ
る
さ

ら
な
る
財
政
支
援
と
制
度
改

正
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問法
改
正
後
、
保
険
者
と

し
て
担
っ
て
き
た
保
険
料
の

賦
課
や
保
険
証
の
発
行
、
保

健
事
業
、
滞
納
処
分
な
ど
は
、

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

 

答　
　
　
　
　

市
民
部
長

窓
口
業
務
は
従
来
通
り

の
取
り
扱
い
に
な
る
と
推
測

し
て
い
る
。

保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、

国
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

問運
営
主
体
が
県
に
移
管

さ
れ
た
場
合
の
市
長
の
考
え

は
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

県
に
移
管
さ
れ
た
場
合

に
、
国
保
税
が
安
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
が
、
市
民
の

皆
様
に
迷
惑
や
、
高
い
保
険

問小
・
中
学
生
が
や
る
気

を
起
こ
し
、
努
力
す
る
方
向

に
指
導
す
る
の
は
先
生
の
熱

意
と
心
か
ら
の
指
導
力
で
、

そ
の
先
生
方
を
指
導
す
る
の

が
教
育
委
員
会
だ
と
思
う
が
。

 

答　
　
　
　
　
　

教
育
長

生
徒
の
や
る
気
は
学
校

と
家
庭
と
地
域
の
皆
さ
ん
の

連
携
し
た
指
導
力
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
熱
意
の
あ
る

教
員
を
育
て
て
い
く
の
が
、

ま
た
そ
う
い
う
方
向
に
研
修

し
指
導
し
て
い
く
の
が
教
育

委
員
会
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

料
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
心
配
が
あ
る
。

ど
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と

も
、
今
日
ま
で
進
め
て
き
た

市
独
自
の
取
り
組
み
は
後
退

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

川原　一泰　議員

石井　　仁　議員

教育に熱意を!
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問公
共
下
水
道
事
業
の
進

捗
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
整
備

に
か
か
る
基
本
的
な
考
え
は
。

 

答　
　
　
　
　

建
設
部
長

下
水
道
事
業
は
、

県
と
旧
那
賀
郡
６
町

が
一
体
と
な
っ
て

「
紀
の
川
中
流
流
域

下
水
道
（
那
賀
処
理

区
）
事
業
」
と
し
て

平
成
14
年
度
か
ら
着

手
し
た
。

平
成
25
年
度
末

の
進
捗
状
況
は
全
体

計
画
１
千
527 

ha
の

内
、
事
業
認
可
区
域

は
406 

ha
、
整
備
面
積

201 

ha
で
、
全
体
計
画

に
対
し
13
％
、
認
可
区
域
49

％
と
な
っ
て
お
り
、
十
分
な

整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

限
ら
れ
た
予
算
・
財
源

の
中
で
、
コ
ス
ト
縮
減
を
は

か
り
つ
つ
効
率
的
か
つ
効
果

下水道事業の取り組みは

問地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
上
で
在

宅
生
活
の
安
心
確
保
の
サ
ー

ビ
ス
と
住
民
主
体
の
介
護
予

防
活
動
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

高
齢
者
が
増
加
す
る
な

か
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
安

心
確
保
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

を
含
め
、
介
護
事
業
所
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ホ
ッ

ト
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、

民
生
委
員
の
協
力
の
も
と
非

常
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

介
護
予
防
活
動
と
し
て

運
動
教
室
の
開
催
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
と
し
て

的
に
認
可
区
域
の
整
備
を
優

先
的
に
進
め
て
い
く
。

財
政
面
は

大
丈
夫
か

問財
政
面
で
は
、
公
共
下

水
道
事
業
費
全
体
で
492
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
平
成

25
年
度
末
で
累
計
95
億
円
投

じ
た
が
残
事
業
費
397
億
円
と

途
方
も
無
い
費
用
が
必
要
と

な
る
が
財
政
は
持
続
可
能
な

の
か
。

 

答　
　
　
　
　

総
務
部
長

公
共
下
水
道
事
業
費
と

し
て
平
成
19
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
ま
で
毎
年
10
億
円
か

ら
15
億
円
の
事
業
費
で
進

め
た
が
、
平
成
25
年
度
で

８
億
６
千
万
円
、
平
成
26
年

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
活
動
等
と
連
携
し
て

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

問元
気
な
高
齢
者
の
方
の

社
会
参
加
を
促
す
た
め
に
も
、

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
を
検
討

し
て
は
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

高
齢
化
が
進
む
に
あ
た

り
、
市
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
対
応
を
協

議
し
て
い
く
な
か
で
、

ポ
イ
ン
ト
制
度
も
充

分
検
討
し
て

い
く
。

問年
々
、
増

加
し
て
い
る

認
知
症
に
対

し
て
、
早
期
、

事
前
的
な
対
応
を
す

る
た
め
の
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
設
置
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

度
６
億
円
と
財
政
状
況
を
考

慮
し
、
段
階
的
に
事
業
費
を

抑
制
し
て
い
る
。

今
後
、
市
の
財
政
状
況

も
非
常
に
厳
し
く
な
る
な
か
、

健
全
で
維
持
可
能
な
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

問財
政
厳
し
い
な
か
で
、

市
と
し
て
は
全
体
計
画
に
基

づ
き
完
全
実
施
す
る
の
か
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

汚
水
処
理
施
設
は
、
公

共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ

る
の
で
、
市
全
体
で
各
種
汚

水
処
理
施
設
の
特
性
を
踏
ま

え
、
建
設
費
と
維
持
管
理
を

合
わ
せ
た
経
済
比
較
を
考
慮

し
、
全
体
計
画
も
見
直
し
つ

つ
実
施
し
た
い
。

 

答　
　
　

保
健
福
祉
部
長

認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
る
為
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
登
録
、
ま
た
小
学
生
対

象
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
実
施
を
し
て
お
り
、

今
後
地
域
支
援
事
業
の
な
か

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
で

き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
機

関
、
介
護
専
門
職
の
方
と
も

検
討
し
、
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
の
配
置
を
進
め
、
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

の
設
置
に
取
り
組
む
。

共
助
、公
助
の
高
齢
社
会

中尾太久也　議員

並松　八重　議員

認知症施策の充実を

進みつつある下水道
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問　市
の
今
後
の
人
口
増
加

対
策
や
農
業
推
進
を
考
え
る

と
、

①
先
に
実
施
し
た
空
き
家
・

農
地
・
人
材
情
報
バ
ン
ク
事

業
を
活
用
し
、
更
な
る
農
業

財
産
の
発
掘
に
努
め
る
べ
き

で
は
。

②
現
存
の
農
業
推
進
・
就
農

援
助
事
業
の
現
状
は
。

③
市
外
か
ら
の
農
業
移
住
者

が
増
え
る
よ
う
な
「
空
き
家

空
き
農
地
情
報
バ
ン
ク
制

度
」
の
創
設
を
。

 

答　
　
　

農
林
商
工
部
長

①
空
き
家
・
農
地
・
人
材
情

報
バ
ン
ク
事
業
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
３
ヶ
年
で
実
施
し
、

空
き
家
133
件
を
調
査
、
内
適

正
な
家
屋
57
件
、
特
に
農
家

に
適
し
て
い
る
の
は
７
件
で
、

賃
貸
借
契
約
の
成
立
は
１
件

で
あ
る
。

②
就
農
援
助
等
の
現
状
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

問災
害
用
備
蓄
倉
庫
に
保

管
の
備
蓄
品
の
点
検
方
法
お

よ
び
食
品
の
安
全
性
は
。

 

答　
　
　
　
　

総
務
部
長

備
蓄
倉
庫
は
市
内
に
39

ヶ
所
あ
り
、
食
糧
は
平
成
23

年
度
か
ら
約
３
千
食
を
毎
年

追
加
購
入
し
て
い
る
。
ア
ル

フ
ァ
米
や
パ
ン
な
ど
約
２
万

食
、
保
存
水
500
㎖
入
り
約

２
万
１
千
本
を
現
在
備
蓄
し

て
い
る
。

賞
味
期
限
は
保
存
食
で

５
年
、
保
存
水
で
６
年
、
賞

味
期
限
間
近
な
食
品
は
市
の

防
災
訓
練
で
配
布
し
試
食
を

行
う
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

方
を
対
象
に
白
粥
・
梅
粥
を

１
千
食
ず
つ
購
入
し
、
今
後

は
ア
レ
ル
ギ
ー
用
ミ
ル
ク
な

ど
の
離
乳
食
を
含
め
、
卵
ア

レ
ル
ギ
ー
に
も
配
慮
し
て
い

く
。ま

た
、
命
に
関
わ
る
の

で
、
各
家
庭
で
も
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
の
食
料
の
備
蓄
を
お

願
い
し
た
い
。

避
難
者
用
の
毛
布
は
す

べ
て
一
枚
一
枚
真
空
パ
ッ
ク

し
、
新
品
で
使
用
し
、
一
度

使
用
し
た
物
は
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
し
て
講
習
会
で
活
用
し

て
い
る
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の

簡
易
ベ
ッ
ド
は
業
者
と
物
資

提
供
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

今
後
は
最
低
限
の
備

蓄
を
検
討
す
る
。

問防
災
訓
練
の
状

況
と
防
災
教
育
に
図

上
訓
練
を
小
学
校
高

学
年
か
ら
取
り
入
れ

て
は
。

 

答　
　

総
務
部
長

防
災
総
合
訓
練
は
毎
年

行
い
、
各
自
治
区
や
自
主
防

災
組
織
・
各
種
団
体
・
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で

は
年
々
参
加
者
が
増
加
し
て

い
る
。

 

答　
　
　
　
　

教
育
部
長

小
学
生
は
年
３
回
道

徳
・
特
別
活
動
・
総
合
の
時

い
る
青
年
就
農
給
付
金
は
国

の
制
度
で
、
多
く
の
採
択
要

件
を
ク
リ
ア
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

現
在
17
名
に
給
付
し
て
い
る
。

平
成
21
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
実
施
し
た
就
農
支
援

資
金
の
活
用
は
、
３
年
間
合

計
11
件
で
、
３
千
654
万
円
を

給
付
し
た
。市

単
独
事
業
で

認
定
農
業
者
に
対
す

る
経
営
規
模
拡
大
の

農
機
具
購
入
補
助
で

あ
る
農
業
経
営
合
理

化
推
進
事
業
は
、
平

成
25
年
度
は
36
件
で

248
万
円
を
交
付
し
て

い
る
。

③
現
在
、
国
の
農
地

中
間
管
理
機
構
制
度

が
始
ま
る
に
あ
た

り
、
農
地
を
借
り
上

げ
管
理
し
、
そ

れ
を
新
規
就
農

者
や
規
模
拡
大

し
た
い
農
家
へ

の
貸
借
す
る
べ

く
、
県
農
業
公

社
が
機
構
を
設

立
し
、
市
・
農

業
委
員
会
等
が

取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

今
後
は
、
就

間
に
、
中
学
生
は
年
２
回
特

別
活
動
・
総
合
の
時
間
に
、

「
お
・
か
・
し
・
も
」
（
押

さ
な
い
・
駆
け
な
い
・
し
ゃ

べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な
い
）

の
合
言
葉
を
徹
底
し
、
避
難

訓
練
し
て
い
る
。
図
上
訓
練

は
発
達
段
階
に
応
じ
て
取
り

入
れ
て
い
け
る
と
思
う
。

ま
た
、
学
校
に
は
機
会

を
見
つ
け
て
指
導
し
て
い
く
。

問防
災
会
議
に
女
性
の
視

点
を
生
か
せ
る
、
女
性
委
員

の
増
加
を
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

女
性
の
視
点
を
反
映
し
、

女
性
委
員
を
30
％
位
に
増
や

し
て
い
き
た
い
。

農
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
進
む
な
か
、
紀
の
川
市

を
就
農
地
と
し
て
希
望
す
る

新
規
参
入
者
等
も
あ
り
、
農

地
中
間
管
理
機
構
制
度
に
よ

り
、
現
在
空
き
家
と
な
っ
た

も
の
や
今
後
リ
タ
イ
ヤ
す
る

農
家
な
ど
の
情
報
収
集
に
も

取
り
組
み
、
市
内
外
の
就
農

支
援
体
制
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
。

大谷さつき　議員

石脇　順治　議員

備
蓄
品
は

安
全
・
安
心
か

防災力を高めよう

農業移住者施策の推進

防災訓練
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百聞は一見
にしかず！

問資
源
ご
み
収
集
の
状
況

と
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
等
の
現

状
、
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り

防
止
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答　
　
　
　
　

市
民
部
長

合
併
後
統
一
し
て
分

別
・
収
集
・
処
理
を
行
っ
て

い
る
。

昨
年
の
ゴ
ミ
の
総
量

１
万
８
千
509
ト
ン
に
対
し
再

資
源
化
ゴ
ミ
は
２
千
855
ト

ン
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
15

％
。
ス
チ
ー
ル
缶
は
平
成
19

年
度
221
ト
ン
、
昨
年
度
79
ト

ン
、
ア
ル
ミ
缶
は
平
成
19
年

度
64
ト
ン
、
昨
年
度
約
28
ト

ン
、
古
紙
類
も
、
平
成
19
年

度
605
ト
ン
、
昨
年
度
446
ト
ン

で
、
処
理
は
毎
年
20
ト
ン
前

後
減
少
し
、
資
源
の
売
却
料

は
平
成
19
年
度
に
３
千
10
万

円
あ
り
、
昨
年

度
は
１
千
964
万

円
と
な
っ
て
い

る
。
資
源
ゴ
ミ

は
各
家
庭
で
分

別
し
て
地
域
ご

と
の
収
集
日
に

ゴ
ミ
集
積
所
に

出
し
た
も
の
が
、

換
金
す
る
こ
と

を
目
的
に
日
常

的
に
持
ち
去
ら

れ
て
い
る
の
で
、

収
集
量
が
減
少

す
る
主
な
要
因

で
あ
る
と
想
定

で
き
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
持
ち
去
り
行
為
を
禁

止
す
る
条
例
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
関
係
機

関
と
準
備
を
進
め
、
平
成
27

年
３
月
議
会
に
上
程
し
た
い
。

 

答　
　
　
　
　

市　
　

長

市
民
の
み
な
さ
ん
が
好

意
的
に
分
別
し
て
少
し
で
も

市
の
処
理
費
の
軽
減
に
と
分

別
収
集
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
持
ち
去
り
行
為
を
禁

止
す
る
条
例
を
早
く
定
め
て

市
民
の
協
力
を
無
に
な
ら
な

い
よ
う
に
努
め
た
い
。

坂本　康隆　議員

資
源
ゴ
ミ
持
ち
去
り
禁
止

分別された資源ゴミ

議会を傍聴
　してみませんか

本会議は公開されており、どなたでも傍聴することができます。
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年 4回開催しています。
高齢者や障がい者の方々が気軽に傍聴できるよう出入口にス
ロープを設け、傍聴席には車いす利用者用のスペースや補聴器
を利用されている方用の磁気ループを設置するなど、傍聴に来
ていただきやすい環境となっています。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な問題が
審議されていますので、私たち議員の活動状況や市政の内容を
知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてください！

電話でのお問い合わせもお受けしています。

●お問い合わせ…議会事務局　電話番号：0736 － 77 － 0860

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日
受付で住所・氏名を記入していただき、
入場してください。
本会議の傍聴定員は、30 人（うち車
いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

第30号（８ページ下段）の
訂正とおわび

仲谷妙子議員の一般質問において、誤りがありました。訂正しておわびします。
【誤】調査員　　→　　【正】調査費

紀の川市議会だより　No.31　平成26年［2014］
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ちょっ
と

おしえ
て！

答弁

その後

答弁

その後

高齢者の買い物・外出支援
福祉有償運送の実施を

登録法人募集中！ ご安全に！

平成 25年 12月議会　石井　仁　議員

「買物難民」・「交通弱者」に対する支援とし
て、「福祉有償運送」を実施してはどうか。

参入希望の法人があれば、運営委員会を立
ち上げたい。

事故発生時の状況確認の利便性、また二
次的ではあるが防犯にも役立つため、関係
各部課および関係機関と協議していく。

平成 26 年４月に、広報とホームページで募集し
ました。現在のところ、登録を希望する法人はなく、
運営協議会を開催するには至っていません。来年度
以降の登録を引き続き募集していきます。

平成 25 年度で４台、平成 26 年度で 12 台の公用
車にドライブレコーダーを設置し、現在 16 台とな
りました。

予算の関係で、一度にすべて設置できませんが、
平成 27 年度以降も順次増やしていく予定です。

公用車にドライブレコーダーを付けること
で、交通安全に役立つ。意外にも防犯対策に
もなるのでは。

平成 25年６月議会　榎本　喜之　議員

公用車にドライブレコーダーを

紀の川市議会だより　No.31　平成26年［2014］
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◆冠婚葬祭、慶事、見舞いおよび各種行事等における寄付行為の禁止
　（本人が出席する結婚式の祝儀、香典等は除く）
◆あいさつ状の禁止
◆議員名、議員団体および会派名による年賀・暑中見舞い等の各種広告の禁止
◆中元や歳暮の贈答はしない
◆お祝い・おくやみ電報等は出さない（親戚・友人は除く）

市議会では、公職選挙法等に基づき、虚礼を廃止した議員活動を行っています。

具体的には、次のような項目です。市民の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

虚礼廃止に ご理解・ご協力を！

委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関

ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

下丹生谷地区のほ場整備を視察

産業建設常任委員会
【７月 30 日】
・現地視察

平成23年度発生農業施設災害復旧事業（愛宕池）
県営耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業（下丹生谷地区）
市道調月三和線道路新設改良事業（紀の海搬入路）
市道丸85号線道路改良事業（白岩橋） 厚生常任委員会

【８月 12 日】
・廃棄物の処理及び清掃について

ダイオキシン濃度について
今後のゴミ収集について

総務文教常任委員会
【８月５日】
・図書館の再編計画について

他市からの視察を
　　受け入れています

・海南市議会
8月6日、海南市議会庁舎建設特別委員会の

みなさんが、新庁舎建設について研修され、
庁舎内を見学されました。

紀の川市議会だより　No.31　平成26年［2014］
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「
あ
ん
ぽ
柿
」
製
造

株
式
会
社 

パ
ー
シ
モ
ン

（
紀
の
川
市
平ひ

ら

野の

・
林は

い

ヶが

峯み
ね

地
区
）

㈱
パ
ー
シ
モ
ン
の
あ
ん
ぽ
柿
は「
長
寿
柿
」と
言
い
、

紀
の
川
市
観
光
協
会
推
奨
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、社
名
の「
パ
ー
シ
モ
ン
」と
は
、英
語
で

「
柿
」と
い
う
意
味
で
す
。

―
も
と
も
と
林
ヶ
峯
（
は
い
が
み
ね
）
地
区
で
「
あ
ん
ぽ
柿
」

を
作
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

柿
の
産
地
で
あ
る
林
ヶ
峯
で
村
お
こ
し
的
に
「
あ
ん
ぽ
柿
」

製
造
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
㈱
パ
ー
シ
モ
ン
製
造
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

関
係
者
が
高
齢
化
に
な
り
、
材
料
と
な
る
柿
の
安
定
し
た
量

の
確
保
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
収
益
を
上
げ
る
と
い
う
意
識
の

高
ま
り
で
す
ね
。

―
「
あ
ん
ぽ
柿
」
は
ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
の
で
す
か
？

市
内
で
は
「
青
洲
の
里
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
柿
の
収
穫

に
合
わ
せ
て
製
造
し
て
い
る
の
で
、
10
月
～
１
月
の
間
で
す

ね
。―

全
国
に
向
け
て
販
売
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
？

そ
う
な
ん
で
す
。
基
本
的
に
は
小
売
り
は
し
な
い
の
で
、
大

手
市
場
と
契
約
し
て
い
ま
す
。
田
辺
中
央
市
場
や
京
果
（
京

都
青
果
合
同
株
式
会
社
）
で
す
。
京
都
の
市
場
か
ら
は
、
北

海
道
に
送
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

一
番
お
い
し
い
！ 

今
ま
で
食
っ
た
な
か
で

―
消
費
者
の
方
か
ら
の
声
は
届
い
て
ま
す
か
？

先
日
、
フ
ル
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
来
て
く
れ
た
方
が
そ
う
言
っ
て

く
れ
た
ん
で
す
よ
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
今
後
の
目
標
な
ど
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

あ
ん
ぽ
柿
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
す
ね
。
今
ま
で
も
、

有
楽
町
に
あ
る
和
歌
山
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
紀
州
館
で

の
展
示
、
観
光
協
会
と
一
緒
に
大
阪
で
紀
の
川
市
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
続
け
た
い
。

私
ど
も
の「
あ
ん
ぽ
柿
」は
、や
さ
し
い
甘
さ
の
和
製
ス
ウ
ィ
ー

ツ
で
す
。
ま
だ
食
べ
た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

紀の川市でがんばってます!!
Part3

かきぷる

集む

落ら

の
柿
加
工
品
か
ら

紀
の
川
市
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
！

今回は、私が
参加してるよ！

平
ひ ら

核
た ね

無
な し

柿
が き

あんぽ柿
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今回は坂本委員（右）と石脇委員（左）が担当

特集

―
も
と
も
と
林
ヶ
峯
（
は
い
が
み
ね
）
地
区
で
「
あ
ん
ぽ
柿
」

を
作
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

柿
の
産
地
で
あ
る
林
ヶ
峯
で
村
お
こ
し
的
に
「
あ
ん
ぽ
柿
」

製
造
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
㈱
パ
ー
シ
モ
ン
製
造
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

関
係
者
が
高
齢
化
に
な
り
、
材
料
と
な
る
柿
の
安
定
し
た
量

の
確
保
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
収
益
を
上
げ
る
と
い
う
意
識
の

高
ま
り
で
す
ね
。

―
「
あ
ん
ぽ
柿
」
は
ど
こ
で
販
売
し
て
い
る
の
で
す
か
？

市
内
で
は
「
青
洲
の
里
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
柿
の
収
穫

に
合
わ
せ
て
製
造
し
て
い
る
の
で
、
10
月
～
１
月
の
間
で
す

ね
。―

全
国
に
向
け
て
販
売
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
？

そ
う
な
ん
で
す
。
基
本
的
に
は
小
売
り
は
し
な
い
の
で
、
大

手
市
場
と
契
約
し
て
い
ま
す
。
田
辺
中
央
市
場
や
京
果
（
京

都
青
果
合
同
株
式
会
社
）
で
す
。
京
都
の
市
場
か
ら
は
、
北

海
道
に
送
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

一
番
お
い
し
い
！ 

今
ま
で
食
っ
た
な
か
で

―
消
費
者
の
方
か
ら
の
声
は
届
い
て
ま
す
か
？

先
日
、
フ
ル
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
来
て
く
れ
た
方
が
そ
う
言
っ
て

く
れ
た
ん
で
す
よ
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
今
後
の
目
標
な
ど
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

あ
ん
ぽ
柿
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
す
ね
。
今
ま
で
も
、

有
楽
町
に
あ
る
和
歌
山
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
紀
州
館
で

の
展
示
、
観
光
協
会
と
一
緒
に
大
阪
で
紀
の
川
市
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
続
け
た
い
。

私
ど
も
の「
あ
ん
ぽ
柿
」は
、や
さ
し
い
甘
さ
の
和
製
ス
ウ
ィ
ー

ツ
で
す
。
ま
だ
食
べ
た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

紀の川市でがんばってます!!
紀の川市議会だより　No.31　平成26年［2014］
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紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
2014

31

編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会 
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９
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９
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和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
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８
番
地
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７
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）
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６
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７
）
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Eメ
ー
ル
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k010200-001@
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No.

　

編
集
後
記

秋
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に

恵
ま
れ
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

紀
の
川
市
で
は
貴
志
川
、
粉
河
、

桃
山
会
場
に
全
国
か
ら
勝
ち
抜
い

て
き
た
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
男

子
サ
ッ
カ
ー
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
迫
力
あ
る
熱
戦
を
繰

り
広
げ
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。本

番
に
は
も
っ
と
多
く
の
市
民

に
来
場
を
呼
び
か
け
て
大
会
を
盛

り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

国
民
体
育
大
会
開
催
の
意
義
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
地
方
を
元
気
に
と
活
力
の

源
と
な
る
大
会
で
あ
り
ま
す
。

地
方
経
済
活
性
化
、
雇
用
の
安

定
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
課
題
山

積
、
国
で
は
「
地
方
創
生
」
を
具

体
的
に
ど
う
進
め
る
か
、
地
方
自

治
体
の
現
状
は
極
め
て
厳
し
く
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
て
い
く

の
か
、
国
体
開
催
を
機
に
住
み
よ

い
街
、
若
も
の
に
魅
力
あ
る
街
づ

く
り
に
英
知
を
結
集
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｓ
）

プレ国体（サッカー）

こばと保育所運動会

プレ国体（ハンドボール）

プレ国体（ソフトボール）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋


